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＜導入＞ 

戦争は人間の本性なのか、それとも社会的な要因で発生した人類の歴史における比較的

新しい現象なのでしょうか。この問いに答えるには、人類史においてどれくらい頻繁に戦

争が行われていたのかを知る必要があります。そのためには、具体的な年代が判明してい

る考古学的な遺跡から出土する人骨に見られる暴力的な受傷痕跡の頻度が重要な手がかり

となります。 

 

＜背景＞ 

人類学や考古学の成果に基づいて、1990 年代半ばまでは、狩猟採集社会では戦争は稀で

あり、農耕の開始による人口増加、土地や水の争奪、社会の複雑化などによって戦争が始

まったとする見方が主流でした。しかし、一部の考古学的・人類学的データに基づいて、

むしろ文明や国家が発達する以前の社会は暴力的であり（戦争による死亡率約 14％）、国

家の成立によって戦争は減少しているとする見方が近年台頭し、論争が続いています。こ

のような状況を打開するため、松本教授は、山口大学、東北大学、国立歴史民俗博物館の

研究者、博士後期課程の学生とともに、日本考古学の充実した人骨データに基づく共同研

究を開始しました。 

 

＜研究内容、業績＞ 

日本列島の縄文時代と弥生時代の遺跡から出土した人骨について、これまで報告されて

いる資料を網羅的に集め、受傷人骨の比率を計算しました（表１）。その結果、縄文時代に

おける受傷人骨の比率は約 1％であり、弥生時代における受傷人骨の比率は縄文時代より

は有意に高いですが、それでも約 3％程度でした。武器を持つ農耕社会においても、暴力

による死亡率がそれほど高くないということは、人間社会の本来の戦争死亡率を 14％とし、

「戦争はヒトの本性の一部なのか、そうでなければ戦争の要因とは何か」という、現代

社会喫緊の課題に対して、大学院社会文化科学研究科の松本直子教授は、質・量ともに充

実した日本考古学のデータをもとに、学際的な共同研究による検討を進めています。古人

骨のデータを集成し、暴力による死亡率とその内容を解析し、遺跡数の変化から推定され

る人口変動や環境変化などのデータと合わせた分析によって、戦争の発生・抑止要因を数

理的・考古学的に検討しています。戦争の発生・抑制に関わる要因を具体的に明らかにす

ることにより、日本列島における歴史の解明とともに、ヒトの本性に関わる普遍的議論に

も大きく貢献することを目指しています。 
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戦争は人間の本性とする説、頻繁な戦争によってヒトの利他性が進化したとする説への反

証となります。 

 

＜展望＞ 

 現在、集団間暴力の発生に関する要因を具体的に追求するために、人口密度や文化的規

範との関係について分析を進めています。本研究の成果として得られる知見は、現代的課

題である戦争の回避に関わるものとして国際的・学際的に強いインパクトを与え、人間の

本性をめぐる進化論的、哲学的、考古学的な考察にも大きく貢献することができると考え

ています。また、一般市民にとっても関心の高いテーマであるので、論文だけでなく、シ

ンポジウムや一般講演、書籍などの形で成果を積極的に発表していく予定です。 

 

表１ 縄文時代・弥生時代の時期ごとの受傷人骨の数と比率 
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